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２
月
定
例
会
が
３
月
25
日
の
最
終
本
会
議
を
持
っ
て
終
わ
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
で
あ
り
ま

し
た
が
、
令
和
３
年
度
の
補
正
予
算
、
そ
し
て
令
和
４
年
度
の

当
初
予
算
を
慎
重
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
予
算
に
関
し
て
は
新
た
に
３
つ
の
重
点
テ
ー

マ
と
し
て
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
、
グ
リ
ー
ン
社
会
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現
が
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さ
れ
ま
し
た
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国
の
動
き
と

連
動
し
な
が
ら
岩
手
県
と
し
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ど
う
取
り
組
む
の
か
、
何
を
す

る
の
か
、
政
策
実
行
力
を
上
げ
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
長
ら
く
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
国
道

３
４
０
号
押
角
ト
ン
ネ
ル
前
後
の
道
路
改
良
に
関
し
て
、
今
回

新
た
に
浅
内
工
区
が
事
業
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
残
り
の
部
分

も
早
期
に
事
業
着
手
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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岩手県議会：議会運営委員会委員、文教委員会委員、デジタ
ル社会・DX 調査特別委員会委員長、東日本大震災津波調査
特別委員会委員、新型コロナウイルス感染症対策調査特別委
員会委員、岩手県都市計画審議会委員
自由民主党岩手県支部連合会：広報委員長、青年局長、
その他役職：全国林業改良普及協会副会長、岩手県生活衛生
同業組合中央会顧問、岩手県 KB 野球連盟会長
昭和 58 年 11 月 23 日生まれ 38 歳。岩泉小中、盛岡一高、
早稲田大学理工学部卒業。座右の銘：自彊不息 資格：防災士
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県令和4 年度予算が成立

【岩手県】2021 年度と 2022 年度一般会計予算案の比較
数字は億円。1 億円未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。

2022年度

7,922
億円

8,105
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2022年度

2021 年度

2021 年度

総額  7,922 億円 ［182 億円（2.3%）減少］　　　

◦ 新型コロナ対策     966 億円           ◦ 震災対応分  477 億円 ［190 億円（28.5%）減少］　　　
◦ 県税収入　個人県民税、法人事業税の増等により 1,307 億円 [91 億円増 ]
　　　　　　 地方交付税 11 億円減少、臨時財政対策債 252 億円大幅減
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【震災分】
• 復旧・復興事業の減少に伴い、国庫支出金や震災復興特別交付
　税等の財源が減少しています。

【通常分】
• 県税は、個人県民税、法人事業税の増等により 91 億円増加し
　ています。
• 地方交付税が 11 億円減少するほか、実質敵な交付税である臨時
　財政対策債が 252 億円減と大幅に減少しています。
• 県税、地方消費税清算金、地方交付税、臨時財政対策債等の合
　計から税関係交付金を控除した実質的な一般財源は、91 億円
　減少しています。
• 諸収入は、新型コロナウイルス感染症対応資金貸付金の減等に
　より 137 億円減少しています。
• 県債は、災害復旧事業債が増加する一方、臨時財政対策債の減
　等により 235 億円減少しています。

【震災分】
• 事業の進捗に伴う災害復旧事業の減や中小企業復興資金貸付金
　の減等により、全体で 190 億円減少しています。

【通常分】
• 義務的経費のうち、人件費は 27 億円減少しています。
• 投資的経費は、警察署整備事業の終了等に伴い普通建設事業費
　が 72 億円減少する一方、河川等災害復旧事業（国道 107 号）
　の増等により災害復旧事業費が 63 億円増加しています。
• 補助費等は、新型
　コロナウイルス感
　染症に係るワクチ
　ン 摂 取 体 制 の 確
　保、入院施設確保
　等の事業の増によ
　り 108 億円増加し
　ています。
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新型コロナウイルスワクチン接種について
オミクロン株に対する

3 回目接種の効果報告例

新型コロナウイルスワクチン接種に関する情報は右記のQRコードからでもご確認いただけます。
▶︎ https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/covid19/1037252.html

①入院予防効果
　英国健康安全保障庁の報告。2 回目接種後 25 週以降
44％に低下していた　入院予防効果が、3 回目接種後 2 週
以降は 89％まで回復

②発症予防効果
　米医師会雑誌（JAMA）に発表された EmmaK. Accorsi
氏らの報告。3 回目接種で発症リスクは大きく低下。2 回摂
取は時間が経過すると未摂取とほぼ変わらない可能性が示唆
されている。

2

1 回目接種
4週以降

2回目接種後
2-24 週

2回目接種
25週以降

3回目接種
2週以降

58％

64％

44％

89％

Q
A

「オミクロン株は軽症が多い」と聞くし、3回目接種は必要ないのでは？

一般的に考えられている「軽症」と実態は違います。
　新型コロナの「軽症」と聞いて「少しきつい風邪くらいの症状」だと思う方もいらっしゃるかもしれません。しかし、
医療現場の重症度分類では、血中の酸素濃度が一定以上で肺炎や呼吸困難さえなければ「軽症」とされています（表 2）。
確かに無症状や風邪レベルの症状で済むケースもあるようですが、その一方で発熱や咳、倦怠感がどれだけひどくても、
味覚・嗅覚がなくなったとしても、肺炎や呼吸困難がなければ、それは「軽症」です。決して甘く見るべきではありません。
　また、仮に重症化率が低く
ても、感染者数が爆発的に増
加したり、高齢者や基礎疾患
のある方に感染が広がったり
すれば、それだけ重症者は
増えます。
　3 回目接種にはオミクロン
株の発症や重症化等を予防す
る効果がありますので、早期
に接種を受けることは感染拡
大を収束させ、医療のひっ迫
を回避するためにも大きな意
義があります。

（表2）医療現場での重症度分類
　重症度の判断基準は血中の酸素飽和度（酸素をしっかり血液中に取り込めているかを示す指標）
と呼吸器症状。他の症状（発熱や下痢等）は関係がない。

（新型コロナウイルス感染症　診療の手引き第 6.2 版の内容を基に作成）

重症度

軽症

中等症 I

中等症 II

重症

96％以上

93 〜 96％

93％以下

ー

・肺炎の所見なし
・�呼吸器症状なし or 咳のみで呼吸困難なし
・呼吸困難
・�肺炎の所見あり

・呼吸不全があり酸素投与が必要�

・集中治療室（ICU）や人工呼吸器が必要

酸素飽和度 症状ファイザー

モデルナ

ファイザー

モデルナ

未摂取者と比較した場合

2回摂取（6カ月経過）と比較した場合

ワクチンの種類

接種からの時期

65％

72％

65％

69％

5 〜 11 歳の小児への新型コロナワクチン接種について
　本県でも 3 月から、5 歳から 11 歳までの小児 ( 以下「小児」という。) への接種が開始予定ですが、小児への接種に当たっては、本人と保護者に
メリットとデメリットを十分に理解していただくことが必要なことから、今般、岩手医科大学附属病院小児科及び 一般社団法人岩手県医師会に監修
いただき、本県独自の説明用リーフレッ トを作成。市町村から接種券を送付する際に同封することとしています。

3 回目摂取後の
発症リスク低下

入院予防効果

Q
A

3回目接種、特に1・2回目ファイザー 3回目モデルナの副反応は？

2回目までとほぼ同様で、モデルナは2回目より発熱等が少ないと
報告されています。

　薬事承認の際のデータで、3 回目摂取後の副反応はファ
イザー・モデルナともに 2 回目とおおむね同様の症状が
みられています。また、先行する米国において個人が副
反応等を報告するプログラム「v-safe」の 73 万人を対象
としたデータで、ファイザー・モデルナどちらの 3 回目摂
取後も、副反応は 1・2 回目と同様の症状で、2 回目接種
後より発生頻度が低かったことが報告されています。
　また、米ベイラー医科大等のグループが約 460 人を対
象に行った 3 回目接種に関する調査では、3 回ともファイ
ザーの場合と、1・2 回目がファイザーで 3 回目がモデル
ナの場合に、副反応とみられる症状は表 1のようなもの
だったことが報告されています。
　なお、わが国の 3 回目接種におけるモデルナワクチン
の接種量は、1・2 回目接種やこの調査で使用された量の
半分です。薬事承認の際のデータでは、3 回目接種後に生
じる発熱等の症状は 2 回目摂取後より少ないことが報告
されています。

（表1）交互接種の副反応比較
　米ベイラー医科大等のグループの報告より、56 歳以上の
データを一部抜粋

[Atmar,R.L.,et al.N Engl J Med, Jan 26(online),2022.]

接種部位の痛み

倦 怠 感

頭     痛

筋 肉 痛

発     熱

85％

77%

50%

35%

8%

72％

56%

52%

56%

8%

1・2 回目
ファイザー
3 回目
モデルナ

ファイザー
3 回目

3 回目接種に係る県の集団接種について
4 〜 5 月の県の集団接種の日程�予約方法

① Web 及び ②電話予約（フリーダイヤルのコールセンターを設置）。

だだし、1・2 回目接種 については、②電話予約のみ で受付。

① Web  
岩手県ホームページ  岩手県 3 回目ワクチン　   で検索
②電話予約 

【電話番号】0120-27-4009　
【受付時間】9：00〜18：00（土日祝日を含む。）

地 域

県央

県南

接種会場及び接種日

ツガワ未来館アピオ
4/9（土）、10（日）、16（土）、17（日）
5/7（土）、8（日）

概ね
13,000回

合計
概ね
17,000回

概ね
4,000回

江刺西体育館
4/23（土）
　24（日）

花巻市交流会館
5/21（土）
　22（日）

接種規模
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台風 10 号からの復旧復興 ( 復旧復興事業の状況について )

台風 19 号からの復旧復興

（1） 助成事業 （事業完了年度 令和 6 年度）
　① 用地買収及び物件補償の契約状況 …… 約 91％→約 97％（R4.1月末時点）
　② 工事進捗状況等 …… 整備率 約 26％→約 42％
　　　　　　　　　　　  （護岸及び河道掘削の延べ延長に対する整備率：R3.12月末時点）
　③ 今後の発注予定 …… 門その２工区について令和 3 年度末に向け入札手続き中
　　　　　　　　　　　   橋梁上部工 ( 山五橋、尼額橋 ) 及び、尼額その 2 工区
　　　　　　　　　　　　門その 3 工区は令和 4 年度発注予定

（1） 災害関連緊急砂防事業（災関）
　事業箇所 …… 11 箇所
　完　　成 …… 11 箇所 ［��三田貝の沢 (11)、釜津田沢、釜沢 (2）、松橋の沢 (5)、三

田貝の沢 (7）、伏屋の沢、三田貝の沢 (9)、大久保の沢、
上乙茂の沢 (4)、唐地の沢 (3)、大平の沢 (1)］

　※前回より大沢の沢が完成。全 11 箇所完成済み

（1） 災害関連緊急砂防事業（災関）　　普代小屋瀬線 (半城子、松ヶ沢 ) が完成　全 141 箇所完成済み

（2）砂防激甚災害対策特別緊急事業（激特）
　事業箇所 …… 14 箇所
　施 行 中 ……  8 箇所［��大沢 (11)、大沢 (7)、大沢 (6)、大沢、松橋川、下町の沢 (2)、

松林の沢 ( 新 )、本銅口の沢］
　完　　成 ……   6 箇所［�大沢 (2)、大沢 (8)、南三田貝の沢 (2)、松橋の沢 (6）、本

町の沢、松林の沢 (4)］

　① 用地買収及び物件補償の契約状況 …… 約 99％→約 100％（R4.1月末時点）　　
　 ② 工事進捗状況等…… 整備率 約 48％→約 75％（護岸及び河道掘削の延べ延長に対する整備率：R3.12月末時点）

被災箇所 48 箇所のうち 31 箇所が完成、全て着手済み　
    ※1工事中の主要地方道重茂半島線等道路災害復旧工事 16 箇所は令和 4 年 3月末完成予定。
    ※2 工事中の主要地方道重茂半島線舘市橋橋梁災害復旧工事は、令和 4 年 8月末完成予定。
砂防事業 …… �山田町　
　　　　　　  田の浜沢、田の浜沢（３）[ 令和 5 年度末完成予定 ]
　                 船越の沢  [ 令和 3 年度末完成予定 ]
　                 大浦の沢(3)  [ 令和4年度新規事業採択 (事業期間 令和4年度〜令和8年度)]

（2） 激特事業 （事業完了年度 令和 6 年度）
　① 用地買収及び物件補償の契約状況 …… 約 96％（R4.1 末時点）
　② 工事進捗状況等 …… 整備率 約 30％→約 53％
　　　　　　　　　　　　　   （護岸及び河道掘削の延べ延長に対する整備率：R3.12月末時点）
　③ 今後の発注予定 …… �長内川樋門の通信設備工事、橋梁上部工 ( 下の橋 ) は

令和 4 年度発注予定

１ 小本川河川改修事業（R4.1月末時点）○ 1年前からの進捗と今後の予定

２ 安家川河川改修事業（R4.1月末時点）○ 1年前からの進捗と今後の予定（事業完了年度（上流）令和元年度、（中流・下流）令和4年度令和4年度）

宮古土木センター管理施設
被災箇所 18 箇所のうち 17 箇所が完成、施行中 1 箇所
    ※施行中の明戸に関して補強土壁工の見直しにより令和 5 年 3 月の完成予定
砂防事業 …… �岩泉町　垂水の沢３  [令和 3 年度内完成予定 ]
                    　　　　下中野の沢２、平井賀の沢　[令和 3 年度末に発注予定 ]

砂防事業 …… �普代村　普代の沢  [ 令和 4 年 7 月完成予定 ]

岩泉土木センター管理施設

久慈土木センター管理施設

３ 砂防事業（R4.1末時点）

4 道路災害復旧（R4.1月末時点）
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令和 3年度 2月補正予算主なもの
１、新型コロナウイルス感染症対応分
１、県立病院等事業会計負担金 1,233 百万円【補正後現計 24,282 百万円】〔保健福祉部〕 
　　　( うち、新型コロナウイルス感染症対応分 1,611 百万円 )〔保健福祉部〕
      県立病院における診療体制強化や感染防止対策のために要する経費
２、いわて旅応援プロジェクト推進費 8,243 百万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【補正後現計 15,165 百万円】〔商工労働観光部〕 　　　
　　いわて旅応援プロジェクトの期間延長に要する経費
３、  いわて教育情報ネットワーク運営費 300 百万円【補正後現計 566 百万円】〔教育委員会〕 
　　感染症に対応した学びの保障を図るための県立学校の指導者用端末整備に要する経費

２、通常分
１、除雪費 2,597 百万円【補正後現計 5,875 百万円】〔県土整備部〕
　　県管理道路の除排雪に要する経費を増額
２、県債管理基金積立金 15,000 百万円〔総務部〕 
　　将来の臨時財政対策債の償還に備えるため、積立金を増額
３、財政調整基金積立金 11,500 百万円〔総務部〕 
　　後年度の普通交付税の精算減額等に対応するため、積立金を増額
４、県債償還元金 ( 臨時財政対策債 ) 5,080 百万円〔総務部〕 
　　臨時財政対策債を繰上償還し、後代の公債費負担の軽減を図るため、県債償還元金を増額
　　※繰上償還のほか、令和 3 年度の臨時財政対策債の発行抑制 (60 億円 ) を実施

３、震災分
１、直轄道路事業費負担金 779 百万円【補正後現計 3,943 百万円】〔県土整備部〕 
　　国が行う直轄道路事業 ( 三陸沿岸道路 ) に係る負担金の増額

４、経済対策分
１、道路環境改善事業費 3,644 百万円【補正後現計 10,936 百万円】〔県土整備部〕 
　　道路や橋りょうの補修等道路環境の改善に要する経費を増額
２、　河川激甚災害対策特別緊急事業費 5,600 百万円【補正後現計 5,697 百万円】〔県土整備部〕 
　　洪水のあった河川改修の実施に要する経費を増額
３、砂防事業費 1,679 百万円【補正後現計 2,456 百万円】〔県土整備部〕 
　　土砂災害発生防止のための土石流対策 ( 堰堤工、渓流保全工 ) に要する経費を増額

【一般会計】

区　　　分 予算額 財　源　内　訳
国　庫 県　債 その他 一　般

現　計　予　算　額 868,121 138,474 38,952 191,898 498,797
8,473 13,316 ▲ 20,608 31,010

146,947 52,268 171,290 529,807
223,347 66,459 264,173 545,660

32,191
900,313
1,099,640
▲ 199,327
▲ 18.1

補　正　予　算　額
補正後現計予算額A

増減額（％）
増 減 額　A  －  B

令和 2 年度 2 月現計予算額B

令
和
３
年
度

比 

較
財政健全化の着実な推進
・県債管理基金積立金 150億円　・財政調整基金積立金 115億円
・県債償還元金（臨時財政対策債）50.8 億円
※繰上償還のほか、令和 3年度の臨時財政対策債の発行抑制（60億円）を実施

令和 4年度 当初予算部局別事業
ピックアップ

総　務　部

商工労働観光部

ふるさと振興部

環境生活部

保健福祉部

農林水産部

教育委員会

情報システム最適化事業費

いわて情報ハイウェイ整備費

電子県庁運営費

県税業務デジタル化推進整備事業費

三陸観光地域づくり推進事業費

いわての新しい観光推進体制整備事業費

いわて就業促進事業費

いわて暮らし応援事業費

商工業小規模事業経営支援事業費補助

中小企業連携組織対策事業費補助

事業継続伴走型支援事業費補助被災地通学支援事業費補助

三陸鉄道バリアフリー化設備等整備費
補助

北いわてプラチナシティ推進事業費

科学技術イノベーション活用推進費

営業施設経営指導費

自然公園施設整備事業費

被災地こころのケア対策事業費

医師確保対策事業費

看護職員等処遇改善事業費

ヤングケアラー支援体制強化事業費

医療的ケア児支援センター管理運営費

栽培漁業推進事業費

さけ、ます増殖緊急強化対策事業費

さけ資源緊急回復支援事業費補助

養殖業振興事業費

いわて林業アカデミー運営事業費

森林管理システム構築推進事業費

森林クラウドシステム整備事業費

松くい虫等防除事業費

市町村学校教育 ICT 活用促進事業費

校舎建設事業費 ( 校舎改築事業費 )

153.5

327.8
　

683.1
　

200

37.1

19.1

112.4

125.5

1,310.90

113.6

141.493.8

50

9.3

7.6

38.3

118.8

405.3

1,166.30

242.6

11

14.7

278.9

49.5

352.6

3

49.6

20.9

112.7

173.2

84.9

504.1

業務の効率化を図るための基幹系業務システムの最適化に向けた調
査等を実施するとともに、グループウェアシステムの更新等を実施
県の広域ネットワークシステム「いわて情報 ハイウェイ」の通信容
量の増強等
DX 推進を図るための外部人材の任用や行政基幹業務システムの運
用保守等を実施
業務の効率化を図るため、県税システムの更新を実施

三陸 DMO センターと連携し、三陸地域の観光情報の発信や観光資
源を生かした周遊型滞在の仕組みづくりを行うとともに、減少した 
観光需要を喚起するため、教育旅行を対象とするバス運行支援を実
施（補助率 : 定額、補助対象 : 旅行会社）
地域が一体となり、観光で稼ぎ、潤う地域づくりを進めるため、デー
タ分析やマーケティングを活用した観光コンテンツの造成や戦略的
にプロモーションを行う体制を整備
県内就業の促進及び U・I ターンによる県内企業の人材確保を推進す
るため、求職者や U・I ターン希望者と企業とのマッチングを 支援
するとともに、新たに若者や女性向けのキャリア教育支援を実施（補
助率 :1/2、 補助対象 : 中小企業など）
東京圏在住の若者等の U・I ターンを促進するため、AI を活用した
就職マッチングの促進や企業の採用力強化に向けた研修、U・I ター
ン者の移住に伴う経費等の補助等の取組 を実施（補助率 :3/4・定額、
補助対象 : 市町村・移住者）
商工会・商工会議所及び岩手県商工会連合会が行う商工業小規模事
業者の経営改善普及事 業等の実施に要する経費に対し補助（補助率 :
定額など、補助対象 : 商工指導団体）
中小企業連携組織化の推進並びに中小企業団体の育成及び指導を促
進するため、岩手県中小企業団体中央会が行う組合等の組織化を支 
援する事業の実施に要する経費に対し補助 （補助率 : 定額、補助対象 :
県中小企業団体中央会）
中小企業者の新しい生活様式に対応したビジネスモデルの構築や生
産性の向上の取組を効果的に進めるため、経営支援スタッフの配 置、
専門家派遣や事業間連携に要する経費を補助（補助率 : 定額、補助対
象 : 商工指導団体等）

「いわての学び希望基金」を活用し、被災地 において、公共交通事業
者が実施する高校生等への通学費用の負担軽減支援に要する経費を
補助（補助率 : 定額、補助対象 : 三陸鉄道㈱、岩手県交通㈱、岩手県
北自動車㈱、JR バス東北㈱）
高齢者や障がい者等の移動の円滑化を図るため、三陸鉄道㈱が行う
三陸鉄道宮古駅のエレベーター設置に対し、市町村が支援を行う場 
合の経費に対する補助 ( 補助率 : 定額、補助 対象 : 市町村）
産学官連携のコンソーシアムを中心に、北いわての地域課題に対応
する産業振興と社会づくりを一体的に推進する取組を実施
岩泉町をモデル地区としてドローン物流の社会実装を進めるととも
にドローンの多用途活用、ドローン以外の未来技術による地域課題
の解決の取組を実施

生活衛生営業者を対象に（公財）岩手県生活衛生営業指導センターが実
施する各種融資相談や、新型コロナウイルス感染症拡大予防のための
業種ごとのガイドラインの普及、衛生指導等に要する経費を補助（補
助率 : 10/10、補助対象 :（公財）岩手県生活衛生営業指導センター )
自然とのふれあいを促進するため、優れた自然環境を有する国立・
県立自然公園等の登山道や遊歩道の改修等を実施（補助率 :1/2、 補
助対象 : 市町村）北山崎トイレ改修 1,500 万円

被災者の精神的負担を軽減するため、「県こころのケアセンター」及
び「地域こころのケアセンター」を運営し、長期にわたる継続した
専門的ケアを実施
医師の確保を図るため、医学部に入学する岩手県出身者に対する修
学資金の貸付や、自治医科大学、岩手県国民健康保険団体連合会等 
が行う医師養成事業等に対する助成のほか、医学部進学者数の拡大
や、奨学金養成医師の地域定着を図る取組、県立病院が行う医師奨 
学金貸付への補助を実施 ( 補助率 :1/2・定額、補助対象 : 県立病院 )
新型コロナウイルス感染症対応と少子高齢化への対応が重なる最前
線で働く看護職員等の収入の引上げに要する経費を補助 ( 補助率 : 定
額、補助対象 : 地域でコロナ医療など一定の役割を担う医療機関 )
ヤングケアラーの実態把握による早期発見と必要な支援につなげる
ため、福祉・介護・医療・教育等が連携した包括的な支援体制を整備
医療的ケア児支援法に基づき医療的ケア児支援センターを設置

栽培漁業資源の回復を図るため、種苗生産・ 放流の支援や、放流後
の生残率を高める適切な放流方法の指導等を実施（対象 : アワビ種 
苗、補助率 :10/10、補助対象 : 漁業協同組合）
サケ資源の回復を図るため、サケ稚魚の生産技術の開発、サクラマ
スの資源造成に向けた研究等に加え、新たに大型で遊泳力の高い強 
靱なサケ稚魚の生産技術の現場実装を支援（補助率 :1/3 等、補助対
象 : さけ、ます増殖協会等）
サケ資源の回復を図るため、親魚の確保等に要する経費を補助（補
助率 :10/10、補助対象 : さけ・ます増殖協会）
養殖生産量の増大を図るため、新たにアサリを対象に加え、養殖生
産技術の開発・普及を行うほか、意欲ある漁業者の生産法人化や漁 
場利用の高度化など、漁業生産の効率化を促進
新たな林業就業者を確保するため、林業に関する知識・技術を習得
できる「いわて林業アカデミー」を運営
森林経営管理制度 （新たな森林管理システム）の着実な運用を図るた
め、広域振興局に専門職員を配置し、市町村が行う業務を支援
間伐などの適切な森林整備を進めていくため、最新の森林情報を関
係者間で共有できる森林クラウドシステムの導入や関連データの整
備を実施
松林及び広葉樹林を松くい虫及びナラ枯れ被害から守るため、松く
い虫被害防除監視員等の設置や被害木の駆除、被害発生の予防等を 
実施 （補助率 :3/4、補助対象 : 市町村等）

県と市町村が連携して学校教育における情報化を推進するため、
GIGA スクール運営支援センターを設置するとともに、ICT を効果
的に活用した新たな学びや、全県統一の統合型校務支援システムの
導入検討等を実施
校舎の老朽化に対応するとともに、特色ある専門教育の連携を図る
ため、県立宮古商工高等学校及び宮古水産高等学校の一体的整備等
を実施（設計等）

所管部局別歳出予算の状況（指数）
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保健福祉部

商工労働観光部

警 察 本 部
総　務　部
環境生活部
教育委員会

農林水産部

県土整備部

部局別歳出予算の構成比（令和 4年度当初予算）

（単位 : 百万円）

（単位 : 百万円）

保健福祉部
21.7％

総　務　部
20.8％

商工労働観光部
17.4％

教育委員会
16.4％

県土整備部
8.5％

農林水産部 6.6％
警察本部 3.6％ ふるさと振興部 2.2％

環境生活部1.5％
その他 1.3％

歳出総額
7,922 億   
3,585 万円
（100.0％）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※予算が 0 のものは補正予算で措置
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公共事業　事前評価実施状況及び評価結果反映状況一覧表

公共事業　継続評価実施状況及び評価結果反映状況一覧表
事
業
名

路線名等 箇所名
主な事業内容

事 業 計 画 令和3年度までの進捗見込み 事 前 評 価 結 果 政策等への反映状況

令和 4 年度
予算額

（千円）

参 考
総事業費①

（千円）
総事業費②

（千円）
進捗率
②/①
（％）

着手
年度

自然環
境等の
状況に
係る評
価

事業に
関する
指標か
らみた
評価

評価
点数

（100）

B/C
（※修正

B/C)

総合
評価

治
山
事
業

林
道
事
業

道
路
事
業

水
産
基
盤
整
備
事
業

砂
防
事
業

戸塚
坂本沢
龍泉洞

大沢

松橋

牛伏高徳

平波沢

ナイヨウ沢

三田貝

惣畑向

太田名部漁港

重茂漁港

田老漁港

大浦漁港

山田漁港

国  340 号

ー  普代小屋瀬線

ー  大川松草線

ー  普代小屋瀬線

小本川水系

小本川水系

その他水系

普代川水系

小本川水系

事業継続
事業継続
事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

R1
R2
R1

R2

R2

H22

H22

R2

H21

R2

R3

H29

R3

R3

R2

R2

R2

H22

H25

R2

R2

R1

H26

H26

R4
R4
R4

R5

R6

R6

R6

R5

R5

R6

R6

R6

R4

R7

R5

R8

R6

R6

R5

R6

R6

R5

R5

R6

宮古市
宮古市
岩泉町

岩泉町

岩泉町

宮古市

田野畑村

岩泉町

岩泉町

岩泉町

普代村
太田名部

宮古市
重茂
宮古市
田老
山田町
大浦
山田町
山田
宮古市
和井内〜押角
普代村
上普代
岩泉町
本町〜大広
岩泉町
松林〜坂本
岩泉町
浅内の沢
岩泉町
日蔭の沢（2）
宮古市
高浜の沢（2）
普代村
普代の沢
岩泉町
沢川目の沢

谷止工 7 基
谷止工 7 基
山腹工 0.15ha
林道開設
幅員 W=4.0m
延長 L=3,500m
林道開設
幅員 W=4.0m
延長 L=3,500m
林道開設
幅員 W=4.0m
延長 L=6,665m
林道開設
幅員 W=5.0m
延長 L=5,200m
林道開設
幅員 W=4.0m
延長 L=1,520m
林道開設
幅員 W=4.0m
延長 L=4,387m
林道開設
幅員 W=4.0m
延長 L=880m
-3m 岸壁 70m、臨港道路
590m、用地舗装10,600㎡
護岸 70m、-3m 岸壁 70m、
港道路 540m、
-2m 物揚場 116m　他

用地舗装4,300㎡
北第 1 防波堤 60m、
防災施設 1 式
用地 520㎡
船揚場 122m
道路改築 L=1,700m
道路改築（突角尖除、待避
所設置）L=1,700m
道路改築 L=1,300m
道路改築（突角尖除、待避
所設置）L=2,000m

既設砂防堰堤のスリット化

砂防堰堤 1 基
砂防堰堤 2 基
渓流保全工 1 式
砂防堰堤 1 基
渓流保全工 1 式
砂防堰堤 1 基
渓流保全工 1 式

250,000
264,000
175,000

300,000

600,000

854,558

800,000

290,000

800,000

300,000

370,000

1,188,000

62,000

415,000

205,000

1,800,000

330,000

1,300,000

345,000

500,000

500,000

400,000

189,000

211,000

170,000
184,000
95,000

166,597

164,994

64,674

614,979

114,358

616,388

160,140

34,000

681,660

37,898

20,000

30,000

338,611

140,000

1,012,008

142,310

31,000

40,000

96,932

122,108

155,426

80,000
80,000
55,000

85,000

100,000

56,000

128,000

0

50,000

110,000

17,000

143,000

21,000

27,324

30,000

20,000

50,000

7,000

10,000

0

60,000

80,000

44,000

2,500

68
70
54

56

27

8

77

39

77

53

9

57

61

5

15

19

42

78

41

6

8

24

65

74

71
65
61

87

84

80

73

71

68

61

86

84

83

67

65

70

73

86

61

92

84

84

65

67

3.89
1.31
1.30

1.79

2.42

1.53

1.26

1.31

1.25

1.23

1.31

1.02

1.32

1.23

1.23

0.9
(1.6)
1.3
(2.3)
0.7
(1.2)
0.9
(1.4)

8.7

3.7

10.0

8.3

2.2

a
a
a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

b
b
b

a

a

a

b

b

b

b

a

a

a

b

b

b

b

b

b

a

a

a

b

b

A
A
A

AA

AA

AA

A

A

A

A

AA

AA

AA

A

A

A

A

A

A

AA

AA

AA

A

A

完了
予定
年度

事
業
名

路線名等 箇所名 着手
年度

完了
予定
年度

主な事業内容

事 業 計 画

総事業費
（千円）

事 前 評 価 結 果
自然環
境等の
状況に
係る評
価

事業に
関する
指標か
らみた
評価

総合
評価

参 考
評価
点数

（100）

B/C
（※修正

B/C)

政策等への反映状況

令和 4 年度
予算額

（千円）

治
山
事
業

水
産
基
盤
整
備
事
業

砂
防
事
業

四十八坂
扇の沢
明戸
オランダ島
袰岩

音部漁港

田老漁港

船越漁港

接待・小堀内・小港・
沢尻・大磯漁場
国  340 号
その他
二級河川
普代川水系
二級河川
小本川水系

山田町
岩泉町
田野畑村
山田町
宮古市

宮古市
音部

宮古市
田老

山田町
船越

宮古市
田老
浅内
大浦の沢（3）

小バタケ沢

穴沢

R4
R4
R4
R4
R4

R4

R4

R4

R4

R4
R4

R4

R4

R5
R4
R4
R4
R4

R7

R6

R9

R8

R10
R9

R9

R9

谷止工 3 基
谷止工 1 基
谷止工 1 基
山腹工 0.08ha
山腹工 0.01ha
用地 14,000㎡
臨港道路 350m
照明灯 1 式、荷役クレーン 2 基
-3 ｍ岸壁 35.8 ｍ
護岸 80 ｍ
東第 1 防波堤 30 ｍ、東防波堤
50 ｍ防波堤 60 ｍ
浮桟橋 50 ｍ

藻場造成 22.4ha

道路改築　L ＝ 1,400 ｍ
砂防堰堤 2 基

砂防堰堤 2 基

砂防堰堤 1 基

95,000
30,000
30,000
25,000
7,000

435,000

88,000

854,000

988,000

1,000,000
400,000

540,000

500,000

a
a
a
a
a

a

a

a

a

a
a

a

a

b
b
b
b
b

a

b

b

a

a
a

b

a

A
A
A
A
A

AA

A

A

AA

AA
AA

A

A

71
79
71
65
71

82

78

70

92

88
87

69

69

2.44
6.30
2.45
1.91
6.23

1.34

1.43

1.51

2.77
1.7
(2.7)

12.3

2.3

1.2

事業採択
事業採択
事業採択
事業採択
事業採択

事業採択

事業採択

事業採択

事業採択

事業採択
事業採択

事業採択

事業採択

30,000
30,000
30,000
25,000
7,000

51,000

9,000

45,000

60,000

15,000
10,000

5,000

5,000

道路事業道路事業
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令和 4年度  当初予算における主な取組
１  いわて県民計画（2019～2028）関係

◎：新規　○：一部新規　 • ：継続

⑵  復興の推進

⑴  3 つの重点テーマの推進

⑶  「10の政策分野」に基づく施策の推進

Ⅰ 安全の確保

Ⅰ 健康・余暇

Ⅱ 暮らしの再建 Ⅲ なりわいの再生 Ⅳ 未来のための伝承・発信
・広域防災拠点設備等整備費（12.0百万円）
・河川等災害復旧事業費（3,503.8百万円）
・再生可能エネルギー導入促進事業費
　　　　　　　　　　　　　（22.4百万円）
・環境放射能水準調査費（4.1百万円）
                                                         他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○ いわての復興教育推進事業費（47.5百万円）
 ・  被災者生活支援事業費（39.7百万円）
 ・  被災地コミュニティ支援コーディネート事業費
　　　　　　　　　　　　　　　　（20.4百万円）
 ・  被災児童対策事業費（57.4百万円）
 ・  被災地こころのケア対策事業費（405.3百万円）他

◎ 沿岸地域基幹産業ＤＸ推進事業費（10.1百万円）
◎ さけ、ます増殖緊急強化対策事業費（49.5百万円）
 ・  沿岸地域起業者等成長支援事業費（11.0百万円）
 ・  地域基幹産業人材確保支援事業費（24.0百万円）
 ・  中小企業等復旧・復興支援事業費（399.5百万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

◎ 復興コンサートアーカイブ発信事業費（0.9百万円）
◎ さんりく音楽交流促進事業費（1.3百万円）
○ 復興情報発信事業費（18.2百万円）
 ・  いわて情報発信強化事業費（7.6百万円）
                                                                   他

生涯にわたり心身ともに健やかに生活できる環境をつくります
◎ 循環器病等予防緊急対策事業費（17.7百万円）
○ 自殺対策事業費（34.3百万円）

Ⅱ 家族・子育て
安心して子どもを生み育てられる環境をつくります
◎ 産後ケア利用促進事業費補助（7.6百万円）
◎ ヤングケアラー支援体制強化事業費（11.0百万円）

必要に応じた医療を受けることができる体制を充実します
 ・  医師確保対策事業費（1,166.3百万円）

介護や支援が必要になっても、住み慣れた地域で
安心して生活できる環境をつくります
○ 生活困窮者自立支援事業費（113.5 百万円）

幅広い分野の文化芸術に親しみ、生涯を通じて
スポーツを楽しむ機会を広げます
◎ いわてアーツコンソーシアム推進事業費（8.0 百万円）
◎ いわてスポーツプラットフォーム推進事業費（5.3 百万円）
◎ インクルーシブスポーツ推進事業費（2.1 百万円）
○ いわてアール・ブリュット魅力発信事業費（6.5 百万円）他

◎ 医療的ケア児支援センター管理運営費（14.7百万円）
○ 岩手であい・幸せ応援事業費（38.1百万円）
○ いわてで家族になろうよ未来応援事業費（50.9百万円）
○ 里親委託促進事業費（27.2百万円）

仕事と生活を両立できる環境をつくります
・ いわて働き方改革加速化推進事業費（110.3百万円） 
・ 保育対策総合支援事業費（132.3百万円） 他

Ⅲ 教　育
【知育】児童生徒の確かな学力を育みます
◎ いわて幼児教育センター運営費（12.4百万円）
◎ 確かな学力育成プラン推進費（11.4百万円）

【徳育】児童生徒の豊かな人間性と社会性を育みます
 ・  道徳教育推進事業費（2.1百万円）

【体育】児童生徒の健やかな体を育みます
◎ ６０プラスプロジェクト推進事業費（3.0百万円）
共に学び、共に育つ特別支援教育を進めます
 ・  特別支援学校整備事業費（605.2百万円）
児童生徒が安全に学ぶことができる教育環境の整備や
教職員の資質の向上を進めます
◎ 校舎改築事業費（504.1百万円）

◎ いわて高校魅力化・ふるさと創生推進事業費（29.8百万円）

文化芸術・スポーツを担う人材を育てます
◎ スポーツアナリティクスサポート事業費（8.3百万円）
 ・  スキー全国大会少年種別強化事業費補助（5.1百万円）

高等教育機関と連携した地域づくり・人づくりを進めます
◎ 県内大学生等定着推進事業費（5.6百万円）他

Ⅳ 居住環境・コミュニティ
快適で豊かな暮らしを支える生活環境をつくります
○ 住宅ストックリノベーション事業費（22.2百万円）
地域の暮らしを支える公共交通を守ります
◎ 公共交通バリアフリー化設備等整備費補助（20.0百万円）

◎ 三陸鉄道バリアフリー化設備等整備費補助（50.0百万円）
 ・  地域公共交通再編・活性化推進事業費（33.1百万円）
岩手で暮らす魅力を高め、移住・定住を促進します
◎ いわてターン促進事業費（39.2百万円）
◎ いわて暮らし応援事業費（125.5百万円）
◎ いわてお試し居住体験事業費（10.9百万円）

海外の多様な文化を理解し、
共に生活できる地域づくりを進めます
◎ ハロウインターナショナルスクール安比ジャパン支援費補助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（164.0百万円）
文化芸術・スポーツを生かした地域をつくります
 ・  日本スポーツマスターズ2022開催準備費（63.1百万円）
 ・  特別国民体育大会冬季大会スキー競技会開催準備費（215.7百万円）他

Ⅴ 安　全
自助、共助、公助による防災体制をつくります
◎ 災害時ドローン導入促進事業費（2.9百万円）
 ・  地域防災力強化プロジェクト事業費（42.5百万円）

事故や犯罪が少なく、安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます
 ・  犯罪のない安全・安心まちづくり推進事業費（1.2百万円）
 ・  特殊詐欺被害予防対策費（13.3百万円）
 ・  交通安全広報啓発フォー・アプローチ事業費（2.0百万円）

食の安全・安心を確保し、地域に根ざした食育を進めます
 ・  食の信頼確保向上対策事業費（3.6百万円）

Ⅵ 仕事・収入
地域経済を支える中小企業の振興を図ります
◎ 小規模事業者事業継続力強化支援事業費補助（5.0百万円）
○ 事業継続伴走型支援事業費補助（141.4百万円）

国際競争力が高く、地域の産業・雇用に
好循環をもたらすものづくり産業を盛んにします
◎ ものづくりＤＸシステム導入支援強化事業費（17.4百万円）
○ 北上川バレーＤＸ推進・高度人材確保促進事業費（108.3百万円）

地域資源を生かした魅力ある産業を盛んにします
◎ 飲食店・商店街利用促進費補助（25.0百万円）
◎ 買うなら岩手のものECビジネス展開事業費（19.8百万円）
地域経済に好循環をもたらす観光産業を盛んにします
◎ いわての新しい観光推進体制整備事業費（19.1百万円）
◎ いわてのインバウンド推進事業費（20.6百万円）
○ 三陸観光地域づくり推進事業費（37.1百万円）
意欲と能力のある経営体を育成し、農林水産業の振興を図ります
○ いわてニューファーマー支援事業費（594.1百万円）
○ 新規就農総合対策事業費（12.9百万円）

収益力の高い「食料・木材供給基地」をつくります
◎ さけ、ます増殖緊急強化対策事業費（49.5百万円）
◎ さけ、ます海面養殖イノベーション推進事業費（4.8百万円）

農林水産物の付加価値を高め、販路を広げます
◎ いわての木があふれる空間づくり事業費（15.1百万円）
 ・  日本一の美味しいお米の国づくり推進事業費（62.4百万円）他

【社会減対策】
◎ いわてターン促進事業費（39.2百万円）
◎ いわて暮らし応援事業費（125.5百万円）
◎ いわてお試し居住体験事業費（10.9百万円）
◎ いわて高校魅力化・ふるさと創生推進事業費（29.8百万円）
○ いわて就業促進事業費（112.4百万円）
○ 住宅ストックリノベーション事業費（22.2百万円）
 ・  いわて移住・定住促進事業費（31.9百万円）
 ・  県営住宅活用促進モデル事業費（2.5百万円）他

【自然減対策】
◎ いわてで生み育てる県民運動推進費（10.0百万円）
◎ 産後ケア利用促進事業費補助（7.6百万円）
◎ 医療的ケア児支援センター管理運営費（14.7百万円）
○ 岩手であい・幸せ応援事業費（38.1百万円）
○ いわてで家族になろうよ未来応援事業費（50.9百万円）
○ 生涯を通じた女性の健康支援事業費（8.2百万円）
 ・  周産期医療対策費（303.7百万円）
 ・  妊産婦支援事業費（3.8百万円）
 ・  いわての子育て支援情報発信事業費（2.4百万円）
 ・  子育て応援推進事業費（2.2百万円）

ふるさと振興総合戦略のもと、自然減対策及び社会減対策を強化するとともに、部
局横断による取組を推進・展開します。

人口減少社会への対応

【産業のＤＸ推進】
◎ 中小企業デジタル化支援ネットワーク事業費（2.8百万円）
◎ 商業・サービス業ＤＸ導入推進事業費（3.2百万円）
◎ ものづくりＤＸシステム導入支援強化事業費（17.4百万円）
◎ いわての新しい観光推進体制整備事業費（19.1百万円）
◎ さけ、ます海面養殖イノベーション推進事業費（4.8百万円）
○ ＡＩ人材育成・社会実証推進事業費（5.6百万円）
○ 北上川バレーＤＸ推進・高度人材確保促進事業費（108.3百万円）
【ＤＸを支える基盤整備の促進】
 ・  ５Ｇ等による地域課題解決モデル構築推進費（25.6百万円）
 ・  県立学校ＩＣＴ機器整備事業費（145.7百万円）他

【行政のＤＸ推進】
◎ いわて県政広報事業費（5.9百万円）
◎ 電子決裁・文書管理システム運営費（24.3百万円）
◎ 市町村行政デジタル化支援事業費（5.5百万円）
【社会・暮らしのＤＸ推進】
◎ 災害時ドローン導入促進事業費（2.9百万円）
◎ 文化スポーツ施設ＤＸ利用促進事業費（4.1百万円）
◎ スポーツアナリティクスサポート事業費（8.3百万円）
◎ 健幸づくりプロジェクト推進費（9.9百万円）
○ 指定管理鳥獣捕獲等事業費（235.7百万円）

全ての県民がデジタル化の恩恵を享受することができる岩手の実現に向け、行政や
産業、社会・暮らしのＤＸを推進するとともに、ＤＸを支える基盤整備を促進します。

デジタル化の推進

【自立分散型エネルギー】
◎ 海洋エネルギー関連産業創出推進事業費（15.8百万円）
◎ 北いわて再生可能エネルギー推進事業費（0.3百万円）
○ ゼロカーボン推進事業費（57.1百万円）
 ・  再生可能エネルギー導入促進事業費（23.2百万円）
【森林の循環利用】
◎ いわての木があふれる空間づくり事業費（15.1百万円）
 ・  森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策事業費
        （間伐・路網・再造林関係）（880.0百万円）
 ・  いわて木づかい住宅普及促進事業費（87.0百万円）他

【全般的な取組】
◎ いわてグリーンライフ・ポイント推進事業費（5.1百万円）
◎ いわてみどりの食料システム戦略推進事業費（19.0百万円）
◎ いわて住まいのカーボンニュートラル推進事業費（15.4百万円）
【水素利活用】
◎ いわて水素モビリティ実証事業費（89.7百万円）
 ・  水素利活用による再生可能エネルギー推進事業費（11.5百万円）

グリーン社会の実現

ふるさと振興総合戦略
人口減少対策関係の施策

自然減対策 社会減対策

いわてで生み育てる支援本部会議 いわてで働こう推進本部会議
部局横断の展開

全ての県民がデジタル化の恩恵を享受することができる岩手の実現

▶業務の効率化　
▶行政サービスの向上

行政の
DX推進

▶県民の利便性向上　
▶新しい暮らしの実現

社会・暮らしの
DX推進

▶産業の生産性向上
▶産業の高付加価値化

産業の
DX推進

▶誰ものがデジタル利活用　
　できる環境の整備

DXを支える
基盤整備の促進

地域の強みで地域経済と環境に好循環をもたらす「グリーン社会の実現」に取り組む

水素利活用
再エネの供給・利用・再整備

自立分散型エネルギー
地域新電力の設立支援・地域再エネの地産地消・災害に

強いエネルギー供給体制

森林の循環利用
森林整備の促進・県産木材の利用促進・

オフセットクレジット

地域の強みで地域経済と環境の好循環をもたらす岩手の実現に向け、水素の利活用や自立
分散型エネルギーの導入を促進するとともに、豊富な森林資源の利用を促進します。
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２  ふるさと振興の推進　※6ページに掲載の自然減対策及び社会減対策関連事業のほかに、ふるさと振興を更に進める事業を掲載しています。

３  新型コロナウイルス感染症対策関連事業

４  県政 150周年記念事業の実施

◎：新規　○：一部新規　• ：継続

◎：新規　○：一部新規　• ：継続

⑷  新しい時代を切り拓くプロジェクトの推進

⑸  広域振興圏の施策の推進

Ⅶ 歴史・文化 世界遺産の保存と活用を進めます
○ 世界遺産保存活用推進事業費（5.7百万円）

 ・ 世界遺産登録推進事業費（51.2百万円）
 ・ 平泉世界遺産ガイダンスセンター管理運営費（84.7百万円）

豊かな歴史や民俗芸能などの伝統文化が
受け継がれる環境をつくり、交流を広げます
◎ いわての文化国際交流推進事業費（6.5百万円）他

Ⅷ 自然環境 多様で優れた環境を守り、次世代に引き継ぎます
◎ 三陸ジオパーク推進強化事業費（7.6百万円）
○ シカ・イノシシ捕獲対策事業費（235.7百万円）

循環型地域社会の形成を進めます
○ 循環型地域社会形成推進事業費（135.0百万円）
 ・ 海岸漂着物等地域対策推進事業費（45.1百万円）

地球温暖化防止に向け、低炭素社会の形成を進めます
◎ 海洋エネルギー関連産業創出推進事業費（15.8百万円）
◎ いわて住まいのカーボンニュートラル推進事業費（15.4百万円）他

Ⅸ 社会基盤 科学・情報技術を活用できる基盤を強化します
○ いわてデジタル化推進費（25.8百万円）

Ⅹ 参　画 性別や年齢、障がいの有無にかかわらず活躍できる社会をつくります
○ いわて若者活躍支援強化事業費（25.0百万円）                         ・ いわてワーク・ライフ・バランス促進強化事業費（5.8百万円）　

安全・安心を支える社会資本を整備します
 ・ 道路環境改善事業費（8,034.3百万円）

ＩＬＣプロジェクト

その他のプロジェクト

北上川バレープロジェクト

三陸防災復興ゾーンプロジェクト 北いわて産業・社会革新ゾーンプロジェクト
◎ 北いわてプラチナシティ推進事業費（9.3百万円）
◎ 北いわて再生可能エネルギー推進事業費（0.3百万円）
○ 働くなら北いわて、暮らすなら北いわて推進事業費（4.7百万円）
○ 北いわて産業競争力強化事業費（8.0百万円）
○ 北いわての地域資源を活用した魅力発信事業費（12.1百万円）
 ・ 北いわて建設技術向上促進事業費（1.0百万円）他

◎ さんりく音楽交流促進事業費（1.3百万円）
○ 新しい三陸振興推進費（5.8百万円）
○ 三陸観光地域づくり推進事業費（37.1百万円）
○ 三陸水産加工業等支援事業費（3.1百万円）
○ 三陸観光推進リスタート事業費（3.2百万円）
 ・ いわて三陸ガストロノミー推進事業費（8.2百万円）他

○ ＩＬＣ推進事業費（110.8百万円）

○ 北上川バレープロジェクト推進事業費（4.7百万円）
○ 北上川バレーＤＸ推進・高度人材確保促進事業費（108.3百万円）
○ 北上川流域生産性向上対策事業費（8.0百万円）他

■ 活力ある小集落実現プロジェクト
◎ 活力ある小集落支援推進事業費（3.6百万円）
○ 地域おこし協力隊活動支援事業費（2.6百万円）他
■ 農林水産業高度化推進プロジェクト
◎ さけ、ます海面養殖イノベーション推進事業費（4.8百万円）
◎ いわてみどりの食料システム戦略推進事業費（19.0百万円）
◎ 県産サーモン養殖確立支援事業費（10.9百万円）
 ・ 森林クラウドシステム整備事業費（112.7百万円）他

■ 健幸づくりプロジェクト
◎ 健幸づくりプロジェクト推進費（9.9百万円）
■ 学びの改革プロジェクト
◎ 市町村学校教育ＩＣＴ活用促進事業費（84.9百万円）他
■ 文化・スポーツレガシープロジェクト
◎ いわてアーツコンソーシアム推進事業費（8.0百万円）
◎ いわてスポーツプラットフォーム推進事業費（5.3百万円）他

■ 水素利活用推進プロジェクト
◎ いわて水素モビリティ実証事業費（89.7百万円）
 ・ 水素利活用による再生可能エネルギー推進事業費（11.5百万円）
■ 人交密度向上プロジェクト
◎ 農業農村関係人口拡大定着支援事業費（6.1百万円）
○ 地域おこし協力隊活動支援事業費（2.6百万円）
○ 関係人口創出・拡大事業費（12.5百万円）
○ いわての魅力まるごと発信強化事業費（21.4百万円）他

■ 広域行政と市町村間連携の推進
 ・ 地域経営推進費（450.0百万円）

■ 県北・沿岸圏域の地域資源を活用した取組
◎ 三陸ジオパーク推進強化事業費（7.6百万円）
◎ 北いわて再生可能エネルギー推進事業費（0.3百万円）他

■ 県央広域振興圏
○ みらいもりおかプロジェクト事業費（6.0百万円）
○ もりおか広域連携観光魅力づくり推進事業費（4.5百万円）他

■ 県南広域振興圏
◎ いわて県南移住定住総合コーディネート事業費（7.8百万円）
○ 北上川流域生産性向上対策事業費（8.0百万円）

■ 沿岸広域振興圏
○ 三陸水産加工業等支援事業費（3.1百万円）
○三陸観光推進リスタート事業費（3.2百万円）他

■ 県北広域振興圏
○働くなら北いわて、暮らすなら北いわて推進事業費（4.7百万円）
○北いわて産業競争力強化事業費（8.0百万円）他

Ⅰ 岩手で働く
◎ 小規模事業者事業継続力強化支援事業費補助（5.0百万円）
◎ 飲食店・商店街利用促進費補助（25.0百万円）

◎ 買うなら岩手のものＥＣビジネス展開事業費（19.8百万円）
◎ 農業農村関係人口拡大定着支援事業費（6.1百万円）
○ 事業継続伴走型支援事業費補助（141.4百万円）

○ 北東北三県観光立県推進協議会負担金（12.3百万円）
○ 地域就職氷河期世代支援加速化事業費（25.5百万円）
 ・  障がい者就業支援事業費（20.6百万円）他

Ⅱ 岩手で育てる
○ 里親委託促進事業費（27.2百万円）

 ・  保育対策総合支援事業費（132.3百万円）
 ・  子ども、妊産婦医療助成費（579.9百万円）

 ・  家庭教育子育て支援推進事業費（2.9百万円）
 ・  学校・家庭・地域の連携協力推進事業費（142.0百万円）他

Ⅲ 岩手で暮らす

１ 感染拡大防止への対応

◎ 活力ある小集落支援推進事業費（3.6百万円）
◎ いわてアーツコンソーシアム推進事業費（8.0百万円）
◎ いわてスポーツプラットフォーム推進事業費（5.3百万円）

◎ 文化スポーツ施設ＤＸ利用促進事業費（4.1百万円）
◎ 循環器病等予防緊急対策事業費（17.7百万円）
◎ いわて幼児教育センター運営費（12.4百万円）
◎ 県内大学生等定着推進事業費（5.6百万円）

◎ ６０プラスプロジェクト推進事業費（3.0百万円）
 ・  都市計画道路整備事業費（896.4百万円）
 ・  地域部活動推進実践研究事業費（9.4百万円）他

① 医療提供体制の強化
 ・  新型コロナウイルス感染症入院施設等確保事業費補助（16,758.1百万円）
 ・  新型コロナウイルス感染症軽症者等宿泊療養事業費（4,356.6百万円）
 ・  新型コロナウイルス感染症対策保健衛生人材確保事業費（60.5百万円）

② まん延防止
▶ワクチン接種体制の確保
 ・  新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費（4,101.7百万円）
◎ 新型コロナウイルスワクチン接種市町村輸送機能強化事業費補助（71.8百万円）
▶学校・介護施設等の感染防止対策への支援
 ・  全日制高等学校教育活動継続環境整備事業費（126.5百万円）
 ・  介護施設等多床室個室化改修事業費補助（16.6百万円）

③ 相談・検査体制の強化・充実
▶相談体制の強化・充実
 ・  感染症予防費（1,070.3百万円）
▶円滑な検査の実施
 ・  新型コロナウイルス感染症ＰＣＲ検査促進等事業費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2,210.1百万円）他

２ 社会生活・経済活動を支える取組
① 個人・家族向け（社会生活関係）
◎ 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業費（34.9百万円）
 ・  生活福祉資金貸付事業推進費補助（114.1百万円）
 ・  女性のためのつながりサポート事業費（15.8百万円）

② 事業者・団体向け（経済活動関係）
▶経営に関する相談対応
○ 事業継続伴走型支援事業費補助（141.4百万円）
▶資金繰りの支援
 ・  新型コロナウイルス感染症対策資金貸付金（31,569.3百万円）

▶地場産業に対する支援
◎ 飲食店・商店街利用促進費補助（25.0百万円）
◎ 買うなら岩手のものＥＣビジネス展開事業費（19.8百万円）
▶観光・宿泊事業者に対する支援
◎ いわての新しい観光推進体制整備事業費（19.1百万円）
◎ いわてインバウンド推進事業費（20.6百万円）他

3 新しい「働き方」「暮らし」「学び」を進める取組
① 働き方
▶デジタル化や先端技術の活用による生産性の向上等
 ・  いわて働き方改革加速化推進事業費（110.3百万円）

① 働き方
▶デジタル化や先端技術の活用による生産性の向上等
 ・  いわて働き方改革加速化推進事業費（110.3百万円）

■官民一体となった取組
各界（経済界、文化スポーツ等）をメンバーとする実行委員会の設置
◎ 県政150周年記念事業費（3.7百万円）
各種媒体を活用した機運醸成や、いわての歩みの紹介等

「盛岡県」から「岩手県」に改称されてから令和４年に150周年を迎え、また、現在の岩手県の県域が確定してから令和８年に
150周年を迎えることから、令和４年度から令和８年度までを「県政150周年記念期間」と位置づけ、岩手の歴史を振り返り、
岩手の未来を展望するため、県政150周年記念事業に取り組みます。

② 暮らし
▶デジタル化や先端技術の活用による利便性の向上等
◎ 健幸づくりプロジェクト推進費（9.9百万円）
○ いわてデジタル化推進費（25.8百万円）

③ 学び
▶教育の現場におけるＩＣＴ化の推進
 ・  県立学校ＩＣＴ機器整備事業費（145.7百万円）
 ・  公立幼稚園等ＩＣＴ環境整備事業費補助（7.5百万円）他

Ⅳ 岩手とつながる
◎ さんりく音楽交流促進事業費（1.3百万円）

○ 関係人口創出・拡大事業費（12.5百万円）
○ 留学生等人材ネットワーク形成事業費（5.2百万円）

○ いわての魅力まるごと発信強化事業費（21.4百万円）他

産業や観光振興の基盤となる社会資本を整備します
◎ 外国船社クルーズ船誘致プロモーション事業費（6.8百万円）他

・女性のためのつながりサポート事業費（15.8百万円）
・いわて男女共同参画プラン推進事業費（23.6百万円）他



令和 3 年 12 月 20 日
　県民と県議会との意見交換に参加いたしました。
　北いわての地域資源を生かした農林水産業・食産業振興につ
いてと題して、農林水産業及び食産業それぞれの分野で活躍し
ている方々からお話を伺いました。

佐々木のぶかず事務所 〒027-0501 岩手県下閉伊郡岩泉町字惣畑68番地2
TEL（0194）22-2525　FAX（0194）22-3626　 E-mail  nobukazu.sasaki.555@gmail.com　HP  http://www.nobukazusasaki.club/

LINE 公式アカウント
開設しました！
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秋
サ
ケ
や
あ
わ
び
の
不
漁
、
漁

協
経
営
、
磯
焼
け
対
策
等
、
非
常
に
厳
し

い
浜
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
暖
化
の

影
響
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
い
た
だ
い
た
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
持
続
可
能
な
漁
業
の
構
築
に
向

け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和 3 年 12 月15 日〜17 日
　デジタル社会・DX 推進調査特別委員会の全国調査で長野
県、群馬県で調査をいたしました。
　デジタル庁が設けた「デジタル社会推進賞」で最優秀賞に
当たる「プラチナ賞」を受賞した坂城高校、長野県教委から
お話を伺いました。坂城高校は令和元年に経済産業省「未来
の教室」創出事業のモデル校に指定され、生徒一人一人がパ
ソコンを持って授業や様々な学習に活用する環境が整備され、
翌年には長野県教育委員会県立高校「未来の学校」構築事業
実践校に指定されました。
　コロナ禍で加速された一人一台端末の整備ですがこれから
はこれをしっかりと活用し、個別最適化された教育の提供、
いつでも、どこでも、誰でも自分にあった学習ができるように
取組を進めるべきですが、その先進校から具体的なお話を伺
うことができ、また県教育委員会としての取組も伺うことが
でき、非常に勉強になりました。

ト
ン
ガ
沖
火
山
噴
火
に
伴
う
津
波
被
害
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

令
和
３
年
12
月
18
日

　

三
陸
沿
岸
道
路
「
普
代
〜
久
慈
」
間
25 
km

の
開
通
、
全
線
開
通
式
に
出
席
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
1
月
11
日
に
は
第
77
回
三
陸
沿
岸
道

路
並
び
に
鉄
道
完
遂
促
進
協
議
会
に
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
1
回
は
昭
和
23

年
4
月
に
岩
手
で
開
催
さ
れ
、
70
数
年
越
し

に
協
議
会
の
所
期
の
目
的
（
三
陸
沿
岸
道
路

３
５
９
km
の
開
通
等
）
が
達
成
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
三
県
議
会
の
意

見
の
一
致
と
し
て
休
止
と
い
う
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

５
倍
速
で
整
備
が
進
め
ら
れ
た
三
陸
沿
岸

道
路
の
活
用
策
に
つ
い
て
改
め
て
お
も
い
を

強
く
し
ま
し
た
。
整
備
効
果
を
地
元
、
地
域

が
し
っ
か
り
と
生
か
す
べ
く
、
観
光
、
物
流
、

地
域
間
連
携
に
岩
手
県
と
し
て
戦
略
的
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
し
っ
か
り
と
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。

三
陸
沿
岸
道
路
全
線
開
通

令和 4 年   3 月11日     東日本大震災津波　
　　　　　　　　　      岩手県・大槌町合同追悼式
               3 月　          花巻神戸線就航一周年
               7 月〜 9 月　「北東北三県観光キャンペーン」
                                （岩手、青森、秋田）
               8 月　         ハロウ校インターナショナルスクール
                                 開校予定
               9 月　         日本スポーツマスターズ 2022
                                岩手大会
              10 月　         第 12 回全国和牛能力共進会（鹿児島）
令和 5 年  2 月　          いわて八幡平白銀国体
               4 月　          （仮称）盛岡南公園野球場共用開始
令和 5 年   春　          第 73 回全国植樹祭

令和４年度  岩手県の予定事業（知事演述より）

県民と県議会との意見交換会

デジタル社会・DX推進調査特別委員会
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